
北
栄
町
が
平
成
20
年
度
か
ら
行
う

｢

菜
の
花
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
取
り
組

む
農
地
で
は
、
今
年
も
か
わ
い
ら
し

い
菜
の
花
が
咲
い
て
、
人
々
の
目
を

楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

こ
の｢

菜
の
花
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で

は
、
休
耕
田
な
ど
の
耕
作
を
し
て
い

な
い
農
地
を
有
効
活
用
し
て
菜
の
花

を
栽
培
し
、
栽
培
し
た
菜
の
花
か
ら

菜
種
油
を
採
っ
て
販
売
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
家
庭
や
事
業
所
か
ら
使
用
済

み
の
食
用
油
を
回
収
し
て
公
用
車
の

軽
油
代
替
燃
料
と
し
て
使
い
、
地
域

内
循
環
型
社
会
の
形
成
や
、
環
境
問

題
に
対
す
る
関
心
の
高
ま
り
に
一
役

買
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
昨
年
度
参

加
し
た
の
は
、
町
内
の
休
耕
田
な
ど

の
所
有
者
ら
14
人
で
、
町
の
委
託
を

受
け
て
約
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
菜
の
花

が
栽
培
さ
れ
ま
し
た
。

搾
油
さ
れ
た
菜
種
油
は
、
瓶
詰
め

に
し
て
お
だ
い
ば
市
場
等
、
町
内
で

販
売
さ
れ
、
昨
年
度
は
約
三
〇
〇
本

が
完
売
し
て
い
ま
す
。

「
菜
の
花
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
一

環
と
し
て
、
菜
の
花
畑
を
コ
ー
ス
の

一
部
と
し
た
環
境
バ
ス
ツ
ア
ー
や
、

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

も
開
催
し
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や

環
境
問
題
へ
の
取
り
組
み
に
、
よ
り

多
く
の
人
が
興
味
を
持
っ
て
参
加
す

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

2
0
1
0
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.
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表　事故・ヒヤリの原因
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疲
労
等
体
調
不
良

考
え
事
を
し
て
い

た

急

い
で
作
業
を
し

て

い
た

慣
れ
に
よ
り
慎
重

さ
を
欠
い
た

機
械
や
作
業
に
不

慣
れ

機
械
の
不
調

そ
の
他

無
回
答

４
月
８
日
東
京
で
開
催
さ
れ
た
全
国
情
報
会
議
（
全
国
農
業
会

議
所
等
主
催
）
に
お
い
て
、
新
聞
活
動
、
農
業
者
年
金
の
広
報
等
、

情
報
活
動
に
功
績
が
あ
っ
た
と
し
て
、
県
内
３
町
の
１
つ
と
し
て

北
栄
町
農
業
委
員
会
が
全
国
農
業
新
聞
優
秀
農
業
委
員
会
・
団
体

等
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

全
国
農
業
新
聞
は
、
新
た
な
農
政
の
展
開
の
中
で
、
力
強
い
農

業
経
営
と
活
力
あ
る
農
業
・
農
村
を
確
立
す
る
た
め
に
必
要
な
情

報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

▽
発
行
日

毎
週
金
曜
日

▽
購
読
料

１
ヶ
月
六
百
円(

送
料
込)

お
申
込
み
は
、
農
業
委
員
会
事
務
局
へ

（
３
６
‐
５
５
６
７
）

鳥
取
県
農
業
会
議
が
昨
年
行
っ
た｢

農
業
担
い
手
の
安
全
管
理
等

に
関
す
る
実
態
調
査
」
に
よ
る
と
、
北
栄
町
で
回
答
の
あ
っ
た
経

営
体
（
認
定
農
業
者:

個
人
42
、
法
人
３)

で
は
、｢

日
頃
注
意
を
払
っ

て
い
る｣

と
し
た
も
の
が
88
％
以
上

で
、
総
じ
て
高
い
安
全
意
識
を
持
っ

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
事
故
経
験

者(

約
２
割)

や
ヒ
ヤ
リ
経
験
者(

約

６
割)

が
非
常
に
多
く
、
事
故
の
理

由
は｢

日
頃
の
慣
れ
で
慎
重
さ
を
欠

い
て
い
た｣

｢

急
い
で
作
業
を
し
て
い

た｣

と
い
う
も
の
が
大
半
で
し
た
。

事
故
は｢

ト
ラ
ク
タ
ー｣

｢

耕
耘
機｣

使
用
中
が
多
く
、
事
故
の
種
類
は

｢

機
械
の
転
落･

転
倒｣

｢

機
械
等
へ
の

は
さ
ま
れ｣

が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

私
は
こ
れ
ま
で

東
京
で
会
社
役
員

を
し
て
い
ま
し
た

が
、
日
本
の
食
糧

自
給
率
低
下
や
食

の
安
心
安
全
な
ど

を
見
聞
き
す
る
に

つ
け
、
食
は
自
分

自
身
で
守
り
た
い

と
い
う
思
い
と
農

業
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ

ン
ス
に
残
り
の
人

生
を
か
け
て
み
た

い
と
い
う
思
い
が
高
ま
り
、
平
成
20
年
に
鳥
取
県
立
農
業
大
学
校
・

経
営
学
科
果
樹
コ
ー
ス
に
入
学
し
ま
し
た
。

本
年
３
月
に
同
校
を
卒
業
し
て
、
現
在
、
江
北
の
淀
瀬
裕
昭
さ

ん
、
千
賀
子
さ
ん
ご
夫
妻
の
下
で
砂
丘
農
業
全
般
を
学
ぶ
べ
く
研

修
の
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

研
修
後
は
ブ
ド
ウ
づ
く
り
100
年
の
伝
統
が
あ
る
北
栄
町
で
ブ
ド

ウ
栽
培
を
中
心
に
営
農
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
が
、
多
く
の

方
か
ら｢

ブ
ド
ウ
栽
培
だ
け
で
は
農
業
経
営
は
難
し
い｣

と
い
う
ご

意
見
を
お
聞
き
し
、
生
食
ブ
ド
ウ
と
加
工
品
と
し
て
の
ワ
イ
ン
造

り
で
の｢

農
の
６
次
産
業
化
」
と
白
ネ
ギ
、
メ
ロ
ン
な
ど
の
複
合
栽

培
で
砂
丘
農
業
の
可
能
性
を
求
め
た
い

と
計
画
し
て
い
ま
す
。

農
業
大
学
校
で
は
主
に
ブ
ド
ウ
栽
培

を
学
び
、
白
ネ
ギ
、
メ
ロ
ン
な
ど
は
初

め
て
扱
う
作
物
で
研
修
に
戸
惑
う
日
々

で
す
が
、
淀
瀬
ご
夫
妻
の
温
か
い
ご
指

導
を
い
た
だ
き
な
が
ら
奮
闘
し
て
い
ま

す
。こ

の
先
、
農
業
以
外
で
も
今
ま
で
の

経
験
を
活
か
し
て
地
元
に
貢
献
で
き
る

よ
う
に
頑
張
る
所
存
で
す
の
で
、
な
に

と
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

“がんばっています”
～砂丘地農業に

第２の人生をかける～

今村 憲治

新
任
の
ご
あ
い
さ
つ

北
栄
町
農
業
委
員
会
事
務
局
長

野

村

良

太

今
年
４
月
１
日
よ
り
北
栄
町
役
場
農
業
委
員
会
事
務
局
長
（
産

業
振
興
課
長
兼
任
）
の
職
を
拝
命
致
し
ま
し
た
野
村
良
太
と
申
し

ま
す
。
こ
の
場
を
借
り
て
、
簡
単
に
自
己
紹
介
と
今
後
の
抱
負
に

つ
い
て
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
は
、
今
回
の
異
動
ま
で
、
東
京
・
霞
ヶ
関
に
所
在
す
る
国
の

行
政
機
関
（
農
林
水
産
省
・
公
正
取
引
委
員
会
事
務
総
局
）
に
勤

務
し
て
い
ま
し
た
。
今
日
の
政
府
の
置
か
れ
た
状
況
を
み
る
と
、

私
が
就
職
し
た
当
初
の
そ
れ
と
は
隔
世
の
感
が
あ
り
ま
す
。

新
興
国
の
急
速
な
経
済
成
長
等
に
伴
う
中
長
期
的
な
食
糧
需
給

の
逼
迫
懸
念
、
都
市
部
の
若
者
や
企
業
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
新
た
に
農
業

に
関
わ
り
を
持
と
う
と
す
る
動
き
が
全
国
的
に
広
が
り
つ
つ
あ
る

こ
と
な
ど
を
背
景
に
、
社
会
全
体
が
我
が
国
の
農
業
・
農
村
に
対

し
、
こ
れ
ま
で
に
無
く
大
き
な
関
心
と
期
待
を
寄
せ
て
い
る
よ
う

に
思
い
ま
す
。
ま
た
、
農
政
当
局
を
含
め
た
政
府
の
行
政
機
関
に

は
、
昨
年
秋
の
政
権
交
代
に
伴
う
「
政
と
官
」
の
在
り
方
の
変
化
、

国
家
財
政
の
末
期
的
悪
化
、
我
が
国
競
争
力
の
相
対
的
低
下
と
い
っ

た
極
め
て
制
約
的
な
環
境
の
中
で
、
国
民
の
ニ
ー
ズ
や
複
雑
な
経

済
社
会
の
動
き
を
敏
感
に
察
知
し
、
ロ
ー
・
コ
ス
ト
か
つ
ハ
イ
・

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
政
策
を
立
案
す
る
能
力
が
求
め
ら
れ
て
い
る

と
感
じ
て
い
ま
す
（
個
々
人
の
研
鑽
は
固
よ
り
、
組
織
の
多
様
性
・

柔
軟
性
が
必
要
不
可
欠
で
す
）
。

他
方
、
農
業
振
興
に
対
す
る
行
政
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
は
、

経
済
情
勢
や
民
意
の
動
向
に
よ
り
そ
の
時
々
で
異
な
ら
ざ
る
を
得

ま
せ
ん
が
、
農
業
も
一
つ
の
経
済
活
動
で
あ
る
以
上
、
行
政
の
支

援
如
何
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
農
業
者
や
地
域
の
関
係
者
が

主
役
と
な
っ
て
、
外
部
の
知
恵
や
技
術
を
上
手
に
活
用
し
経
営
感

覚
を
磨
き
な
が
ら
自
律
的
に
事
業
を
発
展
さ
せ
て
い
く
べ
き
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。

北
栄
町
役
場
で
の
仕
事
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
経
験
し
て
き

た
仕
事
の
性
質
や
方
法
自
体
が
大
き
く
異
な
り
そ
の
多
く
が
未
知

の
領
域
の
た
め
、
毎
日
戸
惑
う
こ
と
ば
か
り
で
す
が
、
早
く
仕
事

と
生
活
に
慣
れ
、
北
栄
町
農
業
の
現
状
や
課
題
を
十
分
に
研
究
し

て
少
し
で
も
本
町
農
業
の
発
展
に
貢
献
で
き
る
よ
う
尽
力
し
て
参

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ど
う
か
地
域
の
皆
様
の
ご
指
導
を
賜

り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

農
作
業
中
の
事
故
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
！



農
業
者
の
老
後
を
し
っ
か
り
支
え
る
の
に
最
適
な
農
業
者
年
金
で

す
が
、
女
性
の
加
入
は
男
性
の
１
割
に
も
満
た
な
い
状
況
で
す
。

女
性
の
平
均
余
命
は
男
性
よ
り
５
年
も
長
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

特
に
農
村
に
お
い
て
は
、
農
業
経
営
に
お
い
て
主
だ
っ
た
夫
に
先
立

た
れ
た
時
は
、
妻
は
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

自
分
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
を
し
っ
か
り
と
設
計
し
て
、
老
後
に
そ
な

え
た
い
も
の
で
す
。

そ
の
た
め
に
、
女
性
の
農
業
者
年
金
の
加
入
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

上
記
す
べ
て
を

満
た
す
方
な
ら

ど
な
た
で
も

加
入
で
き
ま
す

農
業
者
年
金
の
メ
リ
ッ
ト

・
安
心
の
積
み
立
て
方
式

少
子
高
齢
化
時
代
に
強
い

・
支
払
っ
た
保
険
料
は
、
全
額
社
会
保
険
料
控
除

節
税
で
き
ま
す

・
生
涯
も
ら
え
る
終
身
年
金

80
歳
ま
で
の
保
証
付
き

(

仮
に
80
歳
ま
で
に
亡
く
な
ら
れ
て
も
、
80
歳
ま
で
に
受
け
取
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
額
の
現
在
価
値
に

相
当
す
る
額
を
ご
遺
族
に
支
給
し
ま
す)

・
担
い
手
に
手
厚
い
政
策
支
援

一
定
の
要
件
を
満
た
す
担
い
手
に
保
険
料
の
国
庫
補
助
が
あ
り
ま
す

農
業
者
年
金
の
加
入
推
進

農
業
者
年
金
は｢

農
業
者
に
も
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
並
み
の
年
金
を
」

と
発
足
し
た
、
農
業
者
の
「
老
後
生
活
の
安
定
・
福
祉
の
向
上
」

の
目
的
と
と
も
に
、
年
金
事
業
を
通
じ
た
農
業
政
策
上
の
目
的
を
も

あ
わ
せ
持
つ
制
度
で
す
。

北
栄
町
農
業
委
員
会
で
は
、
Ｊ
Ａ
と
連
携
し
て
加
入
推
進
班
を
組

織
し
、
農
業
者
年
金
制
度
を
お
す
す
め
し
て
い
ま
す
。

魅力的な農業経営をするために

家族経営協定を家族の話し合いの中から結びませんか

も
農
業
者
年
金
で
人
生
の
設
計
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か

後継者が結婚
お嫁さんの立場を考えたときに

後継者として就農

農家にとって休日も一日の就農時間も

決まっていない、そんなのおかしい！

農業経営をもっと合理的にしたい

今のままでは

“もうかる農業”ができない

役割分担を以下のとおりとし、農繁期には協力し合う
経営主：経営管理、農作業計画、米、搾乳、地域
配偶者：労務健康管理、農業簿記、家事全般、搾乳
後継者：作業日誌、飼養管理、搾乳
後継者の配偶者：家計簿、育児、飼養管理

家
族
経
営
協
定
書
は
モ
デ
ル
協
定
書
な
ど
を
も
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ご
家
族
に
合
わ
せ
て
加
筆
、
修

正
す
る
こ
と
で
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
実
行
が
難
し
い
項
目
な
ど
は
記
載
し
な
く
て
も

よ
い
の
で
、
無
理
の
な
い
協
定
書
を
つ
く
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
農
業
者
年
金
の
政
策
支
援
加
入
、
認
定

農
業
者
の
共
同
申
請
に
つ
い
て
は
、
必
要
な
要
件(

意
思
決
定
へ
の
参
画
、
収
益
分
配
な
ど)

が
あ
り
ま
す
。

農
業
委
員
会
で
は
、
内
容
に
つ
い
て
の
ご
相
談
か
ら
作
成
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。
調
印
式
等
は
ご
希
望
に
応
じ
て
行
い
ま
す
。

例えばこんなこと・・・

20
歳
以
上
60
歳
未
満

国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者

年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事

農
業
者
年
金
は

シ
リ
ー
ズ

農
業
委
員
活
動

③

農業経営から生じた収益について、下記の額を毎月末日
に個人名義の口座に振り込むものとする。
経営主：○○万円 配偶者：○○万円
後継者：○○万円 後継者の配偶者：○○万円

１日の労働時間は８時間を原則とし、農作業の繁閑によ
り、協議の上延長または短縮する

原則として日曜日、祝祭日は定休日とする。休みを取れ
なかった場合は、代休を設定する。
後継者およびその配偶者は、参観日になるべく出席する

各種研修会、交流会、視察等には積極的に参加する。

協定で何がかわるの？（協定締結者の声）

・共同経営者として位置づけられたことで｢甘えは許されない｣という想いが出てきた。

・分担が明確になったことでこれまで以上にその作物に対する｢研究・学習」する目が向いてきた。

・作業時間の目安がたたずダラダラしていたが、目標時間を設定することで頑張れるようになった。

・給料で受け取り、家計費を各人が出し合うことで｢報酬｣もけじめがついた。

・「自分のためのお金」を持てるようになった。 ・後継者に｢次の経営主意識｣がでてきた。



水
田
農
家
の
経
営
安
定
・
食
料
自
給
率
の
向
上
を
目
指
し
、
戸

別
所
得
補
償
モ
デ
ル
対
策
が
行
わ
れ
ま
す
。

○
水
田
利
活
用
自
給
力
向
上
事
業

転
作
作
物
の
生
産
拡
大
を
促
す
た
め
、
作
付
に
対
し
て
助
成

○
米
戸
別
所
得
補
償
モ
デ
ル
事
業

主
食
用
米
の
生
産
に
対
し
所
得
を
補
償

※
町
報
５
月
号
に
も
詳
し
く
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

鳥
取
県
農
政
事
務
所

地
域
課(

０
８
５
９-

２
７-

１
７
２
１)

北
栄
町
役
場
北
条
庁
舎

産
業
振
興
課
（
３
６-

５
５
６
５
）

Ｊ
Ａ
鳥
取
中
央
北
栄
営
農
セ
ン
タ
ー

水
田
営
農
対
策
課

（
４
９-

１
１
５
１)

〔
編
集
後
記
〕

農
業
に
と
っ
て
、
自
然
の
力
は
恵
み
で
も
あ
り
ま
す
が
、
時
に
は

怖
い
存
在
で
も
あ
り
ま
す
。

今
年
は
天
候
不
順
に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
作
物
に
影
響
が
出
て
い

る
よ
う
で
す
。

挨
拶
の
言
葉
が
「
ど
が
な
ー
え
、
今
年
は
い
け
ん
わ
ー
」
そ
ん
な

言
葉
が
よ
く
聞
か
れ
ま
す
。

し
か
し
農
業
に
は
限
り
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
農
地
さ
え
あ

れ
ば
次
な
る
作
物
で
生
活
で
き
る
知
恵
が
湧
い
て
き
ま
す
。
こ
ん
な

時
こ
そ
、
農
業
人
と
し
て
の
力
を
発
揮
す
る
時
だ
と
思
い
ま
せ
ん
か
。

こ
れ
か
ら
暑
い
夏
に
向
か
い
ま
す
。
そ
し
て
待
ち
に
待
っ
た
収
穫

の
夏
で
も
あ
り
ま
す
。

夏
バ
テ
に
な
ら
な
い
よ
う
身
体
に
は
充
分
気
を
つ
け
て
頑
張
り
ま

し
ょ
う
。

広
報
委
員

淀
瀬
千
賀
子

河
原
廣
美

前
田
浩
明

森
本
真
理
子

大
西
仁
美

齋
尾
智
弘

各集落や地区内における農地の売買契約、貸借契約に

至らなかった土地について、地区外などからも広く対象

者等を募ることを目的として、流動化の情報を公開しま

す。

詳細については｢農地流動化情報台帳」として農業委

員会で閲覧できます。

※買い手、借り手の方については、耕作面積等農家要

件が必要です。

※掲載を希望された平成２１年度からの情報です。

《売りたい・貸したい》

《借りたい》

農地流動化情報

№ 農地の所在 地目等 作付予定作物

１ 北条地区
ハウス

30m以上
トマト、ホウレンソウ

２ 北条地区
畑

20a以上
キャベツ、ブロッコリー

□
直
売
所
ニ
ュ
ー
ス
□

〜
安
心
・
安
全
を
お
届
け
し
ま
す
〜

Ｊ
Ａ
鳥
取
中
央
で
は
「
食
」
の
安
全
・
安
心
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
生
鮮
食
料
の
生
産
者
の
顔
が

見
え
る
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
し
て｢

直
売
所
」
が
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
消
費
者
の
皆
様
に
食
生
活
の

安
全
・
新
鮮
食
料
品
の
提
供
等
を
通
じ
て
、
健
康
志
向
の
環
境
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。

生
産
者
は
栽
培
管
理
日
誌
に
よ
る
チ
ェ
ッ
ク
シ
ス
テ
ム
運
用

で
一
層
の
安
全
・
安
心
な
農
畜
産
物
の
生
産
に
心
が
け
て
消
費

者
の
皆
様
に
喜
ば
れ
る
生
鮮
食
料
品
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

▼
直
売
所

｢

旬
鮮
プ
ラ
ザ
満
菜
館
」｢

フ
ル
テ
リ
ア
」｢

フ
ル
テ
リ
ア
西

郷
店
」｢

夢
マ
ー
ト｣

｢

湯
の
関
ふ
れ
あ
い
ハ
ウ
ス｣

｢

あ
ぐ
り
ポ
ー

ト
琴
浦｣

｢

楽
市
楽
座｣
｢

新
鮮
市
場
プ
ラ
ッ
ツ
中
央｣

大
栄
加
工
所｢

サ
ラ
ダ
ハ
ウ
ス
」
に
は
今
年
８
月
の
予
定
で

｢

米
粉
製
粉
機
」
を
設
置
す
る
運
び
に
な
っ
て
い
ま
す
。
使
用

方
法
等
は
今
後
、
検
討
す
る
予
定
で
す
。

原稿募集のお願い
農業委員会では、｢農業委員会だより 菜種」に掲

載する記事を広く募集いたします。

｢菜種｣の中で自由に農を語ってみませんか。

農業委員会では、たくさんの方の意見を参考にしな

がら、北栄町の農業発展に役立てていきたいと考えて

います。

町民の皆様と一体となって｢農業委員会だより 菜

種」をつくりたいのです。

№ 農地の所在 地目 面積(a)

１ 国坂 東沖小野 畑 ５

２ 弓原 中浜 畑 １１

３ 東園 日本隠 畑 １１

４ 大島 センカ鼻(２筆) 田 ３８

５ 妻波 天神前 田 ２４

６ 妻波 寺ノ上 畑 ３

７ 妻波 中ノ谷 畑 １８

新
し
い
農
政
が
始
ま
り
ま
す

戸
別
所
得
保
障
モ
デ
ル
対
策
加
入
受
付
中
！

受
付
期
間

平
成
22
年
４
月
１
日
〜
６
月
30
日


